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■〝核のゴミ〟レポートPART43──寿都町長選の行方

し
、
当
該
自
治
体
に
要
請
し
、
文
献
・
概

要
調
査
に
協
力
し
て
も
ら
う
方
向
に
舵
を

切
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
国
に
要
請
活

動
を
行
な
っ
て
ま
い
り
た
い
」（
要
旨
）

　

と
、
政
府
の
責
任
を
強
調
す
る
答
弁
を

繰
り
返
し
た
。

　

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
筆
者
は
寿
都
町

の
担
当
課
に
片
岡
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

申
し
込
ん
だ
が
、「
取
材
に
は
応
じ
て
い
ま

せ
ん
」と
の
答
え
が
返
っ
た
。
前
回
町
長

選
の
際
に
は
応
じ
て
く
れ
た
の
だ
が
、
仕

方
が
な
い
。
今
後
は
推
測
も
交
え
、
遠
慮

な
く
書
く
こ
と
に
す
る
。

　

年
度
が
変
わ
り
、
６
月
26
日
に
定
例
町

議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

終
了
後
、
町
議
の
大
串
伸
吾
氏（
１
９

８
３
年
、
新
潟
市
生
ま
れ
）は
、
北
海
道

新
聞
の
記
者
に
対
し
町
長
選
に
出
馬
す
る

意
向
を
表
明
。
翌
日
の
道
新
は「
寿
都
町

長
選 

大
串
氏
出
馬
へ 

核
ご
み 

概
要
調
査

の
是
非
争
点
」「
核
ご
み
反
対
派
の
支
持
焦

点
」の
見
出
し
で
報
じ
、
現
職
と
の
一
騎

討
ち
の
構
図
に
な
っ
て
き
た
。

　

大
串
氏
は
、
玉
川
大
学
農
学
部
を
卒
業

後
、
東
京
海
洋
大
学
と
北
大
の
大
学
院
を

修
了
。
研
究
職
を
め
ざ
し
て
漁
業
経
済
学

の
研
究
を
し
て
い
た
時
の
事
例
地
の
ひ
と

つ
が
寿
都
町
だ
っ
た
と
い
う
。

　

町
が
主
催
す
る
水
産
関
係
の
協
議
会
の

講
師
を
務
め
る
中
で
、
片
岡
町
長
は
じ
め

町
や
議
会
・
漁
協
の
幹
部
ら
と
出
会
っ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
２
０
１
７
年
、
寿
都

に
移
住
し
、
３
年
間
に
わ
た
り
町
の
水
産

係
に
勤
務
。
21
年
に
町
役
場
を
辞
め
て
か

ら
は
、
町
内
の
漁
業
や
水
産
加
工
の
会
社

で
働
い
て
き
た（
前
職
場
の
㈱
カ
ネ
キ
南

波
商
店
は
６
月
中
旬
に
退
社
）。

　

片
岡
町
長
に
よ
る
文
献
調
査
へ
の
応
募

を
機
に
５
年
前
に
発
足
し
た
、「
子
ど
も
た

ち
に
核
の
ゴ
ミ
の
な
い
寿
都
を
！ 

町
民

の
会
」の
中
心
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
。「
寿

都
町
に
骨
を
埋
め
る
つ
も
り
で
徹
底
的
に

や
る
、こ
の
町
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
」

と
心
に
決
め
、
23
年
秋
、
39
歳
で
町
議
選

に
出
馬
し
て
初
当
選
し
て
い
る
。

「
出
馬
表
明
」の
２
日
後（
28
日
）、
筆
者
は

大
串
氏
と
会
い
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
町

長
選
に
臨
む
考
え
な
ど
を
訊
い
た
。
こ
の

日
の
同
氏
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
は
、
新

聞
報
道
を
補
足
す
る
形
で
核
ゴ
ミ
問
題
や

町
づ
く
り
に
対
す
る
見
解（
友
達
限
定
）が

記
さ
れ
て
い
る
。
原
文
の
ま
ま
核
ゴ
ミ
関

連
の
部
分
を
紹
介
し
て
お
く
。

※

・
日
本
で
地
層
処
分
が
で
き
る
か
ど
う
か

は
論
争
状
態
に
あ
り
、
拙
速
に
一
部
の
地

域
が
概
要
調
査
に
進
む
流
れ
は
ス
ト
ッ
プ

す
べ
き
だ
。

・
昨
年
、
ド
イ
ツ
で
地
層
処
分
が
科
学
的

に
透
明
性
・
妥
当
性
を
も
っ
て
進
め
ら
れ

て
い
る
か
監
視
す
る
組
織
の
共
同
代
表
で

　
“
核
の
ゴ
ミ
”レ
ポ
ー
ト
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

　
“
核
の
ゴ
ミ
”レ
ポ
ー
ト
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
4343　
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？

　

新
人
の
出
馬
表
明
で
寿
都
町
長
選
は
ど
う
な
る
？

任
期
満
了
に
と
も
な
う
寿
都
町
長
選（
10
月
23
日
告
示
、
同
28
日
当
開
票
）。
３
月
の
定
例

町
議
会
で
現
職
の
片
岡
春
雄
氏（
76
歳
）が
７
選
を
目
指
し
出
馬
表
明
し
た
の
に
続
き
、
新

人
の
町
議
・
大
串
伸
吾
氏（
41
歳
）が
６
月
26
日
、
北
海
道
新
聞
の
取
材
に
対
し
出
馬
の
意

思
を
表
明
し
た
。
他
に
も
出
馬
を
模
索
す
る
町
民
も
い
る
。
反
対
派
の
住
民
団
体
メ
ン
バ
ー

で
も
あ
る
大
串
氏
は
、「
自
分
が
描
く
町
づ
く
り
と
概
要
調
査
の
実
施
は
相
容
れ
な
い
」と
の

主
張
を
掲
げ
、
７
月
中
旬
の
正
式
発
表
を
計
画
す
る
な
ど「
現
職
VS
新
人
」の
選
挙
戦
の
構

図
は
固
ま
っ
て
き
た
。
し
か
し
、肝
心
の
同
氏
を
支
え
る
町
民
の
足
並
み
は
揃
っ
て
お
ら
ず
、

「
文
献
調
査
」を
め
ぐ
る
動
き
に
翻
弄
さ
れ
た
関
係
者
に
は
疲
れ
も
見
え
る
─
─
そ
ん
な
投

票
ま
で
３
カ
月
余
り
の
状
況
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。 

　
　（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川 

康
治
）

問
わ
れ
る“
変
え
る
覚
悟
”

問
わ
れ
る“
変
え
る
覚
悟
”

「
現
職

「
現
職
VSVS
新
人
」の
構
図
で
も

新
人
」の
構
図
で
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寿都町には核ゴミ最終処分地の選定に向けた「概要調査」の受け入寿都町には核ゴミ最終処分地の選定に向けた「概要調査」の受け入
れの是非を問う住民投票条例がある。「脱・肌感覚リコールの会」れの是非を問う住民投票条例がある。「脱・肌感覚リコールの会」
は最近、調査反対を呼びかけるポスター看板を国道沿いに立てたは最近、調査反対を呼びかけるポスター看板を国道沿いに立てた

　

今
年
３
月
の
寿
都
町
議
会
一
般
質
問
。

こ
の
11
月
で
任
期
満
了
と
な
る
片
岡
春
雄

町
長（
１
９
４
９
年
、
旭
川
市
生
ま
れ
）の

７
期
目
の
立
起
を
め
ぐ
り
、
木
村
眞
男
議

員
が
本
人
の
見
解
を
求
め
た
。

　

片
岡
氏
は
23
年
余
り
に
お
よ
ぶ
自
ら
の

取
り
組
み
を
振
り
返
っ
た
あ
と
、

「
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
集
大
成
と
し
て

基
幹
産
業
の
漁
業
、
水
産
加
工
業
の
更
な

る
発
展
の
た
め
生
産
力
の
向
上
は
じ
め
住

民
生
活
に
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
や
財

政
の
健
全
化
と
、
懸
案
の
企
業
誘
致
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
」

「（
今
後
は
）将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能

な
町
づ
く
り
に
道
筋
を
つ
け
、
後
進
に
道

を
譲
る
所
存
で
あ

り
、
引
き
続
き
全

力
を
尽
く
す
決
意

で
あ
り
ま
す
」（
要

旨
）

　

と
し
て
、
７
選

を
め
ざ
し
10
月
の

町
長
選
に
出
馬
す

る
意
思
を
表
明
し

て
い
る
。

“
核
の
ゴ
ミ
”最
終

処
分
地
の
選
定
に

向
け
た
調
査
に
つ

い
て
は
、

「
文
献
調
査
に
応

募
し
、
早
４
年

が
す
ぎ
ま
し
た

が
、
全
国
的
な
議

論
に
広
が
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で

す
。（
今
後
は
）国

が
責
任
を
持
っ
て

調
査
地
区
を
選
定

７
選
を
め
ざ
す
現
職
の
片
岡
氏
に

41
歳
の
大
串
町
議
が
出
馬
を
表
明

地
層
処
分
が
お
か
し
い
の
で
は
な
く

交
付
金
欲
し
さ
の
概
要
調
査
が
問
題

6月26日、道新記者の取材に対して出馬表明を
行なった大串伸吾町議

７選出馬を表明している現職の片岡春雄氏
（21年の町長選で）
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選
に
ぶ
つ
け
る
可
能
性
も
ゼ
ロ
で
は
な
い

で
し
ょ
う
」

　

こ
の
問
題
は
町
長
選
の
大
き
な
争
点
に

も
係
わ
ら
ず
、
本
人
の
ス
ト
レ
ー
ト
な
思

い
は
伝
わ
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
有
権
者
に

と
っ
て
も
分
か
り
に
く
い
ス
タ
ン
ス
で
は

な
い
か
。
も
ど
か
し
さ
が
残
っ
た
。

　

出
馬
表
明
に
よ
っ
て
一
騎
討
ち
の
構
図

に
は
な
っ
た
が
、
支
援
態
勢
の
構
築
は
こ

れ
か
ら
の
作
業
に
な
る
よ
う
だ
。

「
正
式
な
出
馬
会
見
は
７
月
中
旬
に
も
や

り
た
い
。
現
時
点
で
は（
町
長
候
補
予
定

者
の
）後
援
会
の
代
表
者
は
決
ま
っ
て
い

ま
せ
ん
。
代
表
が
決
ま
ら
な
い
な
ら
ば
、

（
選
挙
戦
の
対
応
は
）自
分
で
や
ろ
う
と
考

え
て
い
ま
す
」（
大
串
氏
）

　

人
口
２
５
６
６
人（
５
月
末
現
在
）の
寿

都
町
に
は
、
最
終
処
分
地
の
選
定
に
向
け

た
事
前
調
査
に
反
対
す
る
団
体
と
し
て
、

以
下
の
３
つ
が
存
在
す
る（
註
：
会
員
数

に
は
重
複
加
入
者
も
含
む
）。

　

①
子
ど
も
た
ち
に
核
の
ゴ
ミ
の
な
い
寿

都
を
！ 

町
民
の
会
：
20
年
設
立
。
共
同

代
表
＝
三
木
信
香
さ
ん
ら
２
人
。
町
内
会

員
数
は
約
30
人
）

　

②
脱
・
肌
感
覚
リ
コ
ー
ル
の
会
：
20
年

歓
迎
し
た
い
。（
移
住
者
で
も
あ
る
の
で
）

町
を
俯
瞰
し
て
見
え
る
の
で
は
。
今
後
が

楽
し
み
だ
」（
60
代
男
性
）

　

と
評
価
す
る
人
が
い
る
一
方
、「
高
学
歴

の
せ
い
も
あ
る
の
か
、
上
か
ら
目
線
」「
独

断
専
行
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、
首
長
と
し
て

住
民
に
寄
り
添
え
る
の
か
」と
い
っ
た
声

も
あ
る
。
地
元
出
身
者
で
な
い
こ
と
も
あ

り
、
知
名
度
も
今
ひ
と
つ
。
本
格
的
な
選

挙
戦
ま
で
に
は
、
克
服
す
べ
き
課
題
が
山

積
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

文
献
調
査
で
揺
れ
る
故
郷
の
危
機
を
座

視
で
き
な
い
と
４
年
前
に
十
勝
管
内
か
ら

Ｕ
タ
ー
ン
し
た
寿
都
出
身
の
田
原
誠
さ
ん

（
49
年
生
ま
れ
・
21
年
10
月
号
参
照
）は
今
、

町
長
選
出
馬
を
検
討
し
て
い
る
。

前回町長選で惜敗し、今は反対派団体の
代表を務める越前谷由樹氏

独自に町長選出馬を模索中の田
原誠氏

有識者を招いて町が実施したシンポジウム。経費はＮＵＭ
Ｏが負担した（昨年 11月）

あ
る
ミ
ラ
ン
ダ
・
シ
ュ
ラ
ー
ズ
さ
ん
が
寿

都
町
に
来
日
し
、
ド
イ
ツ
の
取
り
組
み
を

講
演
し
た
。
地
層
処
分
が
お
か
し
い
の
で

は
な
く
、
日
本
に
お
け
る
科
学
的
、
民
主

的
な
選
定
プ
ロ
セ
ス
・
最
終
処
分
法
を
改

正
す
る
必
要
性
を
学
ん
だ
。

・
全
国
的
な
議
論
に
な
っ
て
い
な
い
の
に

寿
都
町
が
交
付
金
欲
し
さ
で
概
要
調
査
に

進
ん
だ
ら
、
核
の
ゴ
ミ
の
最
終
処
分
問
題

が
寿
都
の
財
政
問
題
に
す
り
替
わ
っ
て
し

ま
う
し
、
国
が
こ
れ
を
容
認
し
て
い
る
の

は
お
か
し
い
。
こ
れ
で
は「
過
疎
処
分
」だ
。

※

　

筆
者
と
は
地
層
処
分
に
対
す
る
ス
タ
ン

ス
の
違
い
は
あ
る
が
、
お
お
む
ね
共
鳴
で

き
る
見
方
だ
。“
過
疎
処
分
”と
は
、
言
い

得
て
妙
の
表
現
で
も
あ
る
。

　

大
串
氏
が
強
調
す
る
町
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
道
の
駅
を
漁
協
直
売
所
に
移
転
す

る
こ
と
を
は
じ
め
、
寿
都
町
と
の
関
係
人

口
の
増
加
や
移
住
者
を
増
や
す
受
け
皿
づ

く
り
、
ウ
ニ
の
陸
上
畜
養
企
業
の
誘
致
な

ど
を
紹
介
し
、
こ
れ
ら
の
構
想
を
推
進
す

る
に
は
、
概
要
調
査
で
さ
ら
に
４
年
間
も

町
民
の
わ
だ
か
ま
り
を
抱
え
る
こ
と
は
相

容
れ
な
い
─
─
と
結
ん
で
い
る
。

　

大
串
氏
が
出
馬
を
決
意
し
た
の
は
今
年

初
め
の
こ
と
ら
し
い
。
昨
年
暮
れ
、
定
例

町
議
会
終
了
後
の
片
岡
氏
と
の
面
談
の
席

上
、「
年
齢
の
問
題
で（
７
選
出
馬
を
）迷
っ

て
い
る
ん
だ
。
町
の
財
政
問
題
に
も
道
筋

を
つ
け
た
い
し
…
」な
ど
と
、
弱
気
な
と

こ
ろ
を
見
せ
た
と
い
う
。

　

先
述
の
ド
イ
ツ
人
活
動
家
の
来
町
を
機

に
、
核
ゴ
ミ
問
題
で
町
長
と
話
が
で
き
る

雰
囲
気
が
生
ま
れ
、
町
づ
く
り
に
つ
い
て

の
考
え
方
で
は
一
致
し
て
い
た
。
そ
こ
で

町
長
選
に
向
け
て
自
身
が
声
を
上
げ
よ
う
、

と
考
え
る
に
至
っ
た
と
明
か
す
。

　

し
か
し
、
片
岡
町
長
は
３
月
議
会
で
冒

頭
の
出
馬
表
明
を
行
な
い
、
大
串
氏
の
目

算
は
狂
う
。
そ
ん
な
中
、
同
月
に
は
前
回

町
長
選
で
片
岡
氏
に
惜
敗
し
た
先
輩
議
員

の
越
前
谷
由
樹
氏
に
出
馬
の
意
思
を
伝
え

る
一
方
、
家
族
の
了
解
を
取
り
つ
け
る
な

ど
表
明
の
時
期
を
探
っ
て
い
た
。

　

寿
都
町
に
は
、
文
献
調
査
と
概
要
調
査

の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
条
例
が
あ
り
、

町
長
は
そ
の
結
果
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い（
本
誌
１
・
４
月
号
な
ど
参
照
）。

　

片
岡
町
長
は
６
月
定
例
会
の
席
上
、「
近

い
将
来
、
国
か
ら
の
意
見
照
会
が
あ
れ
ば
、

そ
の
中
で
対
応
す
る
」と
述
べ
た
が
、
そ

の
具
体
的
な
時
期
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

住
民
投
票
は
行
な
わ
ず
、
調
査
に
伴
う
交

付
金
は
受
け
取
り
た
い
─
─
と
い
う
の
が

本
音
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
ち
な
み
に
現

時
点
で
経
済
産
業
省
は
、
地
元
自
治
体
に

対
す
る
意
見
照
会
の
時
期
に
つ
い
て
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
。

　

住
民
投
票
に
つ
い
て
、
大
串
氏
は
こ
う

慎
重
な
言
い
回
し
を
す
る
。

「
概
要
調
査
に
反
対
が
多
数
な
ら
ば
、
こ

れ
以
上
は（
核
ゴ
ミ
問
題
に
）関
わ
ら
ず
卒

業
す
る
と
い
う
こ
と
。
賛
成
多
数
の
場
合
、

そ
の
結
果
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
、住
民
投
票
に
進
ん
だ
場
合
は（
核

ゴ
ミ
交
付
金
を
め
ぐ
る
）寿
都
の
財
政
問

題
に
な
っ
て
し
ま
う
。（
投
票
時
期
は
現
職

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
）10
月
の
町
長

片
岡
氏
と
の
面
談
き
っ
か
け
に
決
断

分
か
り
に
く
い
住
民
投
票
の
ス
タ
ン
ス

支
援
態
勢
づ
く
り
は
今
後
の
作
業
に

反
対
派
住
民
ら
の
結
束
に
課
題
が
…

独
自
に
出
馬
を
検
討
中
の
町
民
も

候
補
の
一
本
化
は
実
現
す
る
か
？

※筆者のＨＰ「滝川康治の見聞録」https://takikawa-essay.com/ に本シリーズの過去記事を収録しています。ご参照ください。

設
立
。
共
同
代
表
＝
槌
谷
和
幸
さ
ん
ら
３

人
。
同
約
20
人
）

　

③
核
の
ゴ
ミ
い
ら
な
い
寿
都
の
会
：
23

年
設
立
。
越
前
谷
由
樹
代
表
。
同
約
１
５

０
人
）

　

大
串
氏
は「
町
民
の
会
」の
中
心
メ
ン

バ
ー
だ
が
、
同
会
は
以
前
か
ら
選
挙
な
ど

の
政
治
活
動
と
は
距
離
を
置
い
て
き
た
。

今
度
の
町
長
選
で
も
、
団
体
と
し
て
大
串

後
援
会
を
支
え
る
こ
と
は
し
な
い
方
針
と

い
う
。
そ
う
し
た
や
り
方
に
対
し
、「
核
ゴ

ミ
問
題
な
ど
で
独
断
的
な
片
岡
町
政
を
、

本
気
で
変
え
る
気
が
あ
る
の
か
」と
疑
問

視
す
る
町
民
の
声
も
聞
く
。

　

所
属
団
体
の
方
針
が
こ
う
だ
か
ら
、
一

丸
と
な
っ
て
大
串
氏
を
支
援
す
る
展
開
に

は
な
り
に
く
い
。「
リ
コ
ー
ル
の
会
」共
同

代
表
の
ひ
と
り
は
、「
結
局
、
う
ち
の
会
の

中
心
メ
ン
バ
ー
が
後
援
会
の
核
に
な
る
の

で
は
…
」と
話
す
。

　

大
串
氏
は
、
前
回
町
長
選
で
は「
１
１

３
５
票
VS
９
０
０
票
」で
現
職
に
惜
敗
し

た
越
前
谷
氏
の
も
と
を
訪
ね
る
一
方
、
５

月
中
旬
に
は「
寿
都
の
会
」の
役
員
会
で
自

身
の
考
え
方
な
ど
を
説
明
し
た
。
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
同
会
が
ど
う
対
応
す
る
か
、

現
時
点
で
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　

今
回
の
出
馬
表
明
に
つ
い
て
は
、

「
町
づ
く
り
に
は
若
さ
が
必
要
で
あ
り
、

　

若
い
頃
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
雄
武
町
の

町
長
を
務
め
た
実
兄
の
会
社
を
切
り
盛
り

し
、
原
発
や
核
ゴ
ミ
問
題
に
は
関
心
が
強

か
っ
た
。
帰
郷
後
は
家
庭
訪
問
を
重
ね
て

文
献
調
査
な
ど
の
問
題
点
を
説
明
し
、
２

年
前
の
町
議
選
に
出
馬
し
て
落
選
。
片
岡

町
長
の
や
り
方
は
地
方
自
治
や
民
主
主
義

を
蔑
ろ
に
し
て
い
る
と
捉
え
、
老
人
施
設

な
ど
の
建
設
を
優
先
す
る“
箱
も
の
町
政
”

に
異
議
を
唱
え
る
。
６
月
24
日
に
は
期
日

前
投
票
箱
の
厳
重
な
管
理
を
求
め
、
町
選

管
に
公
開
質
問
状
を
提
出
し
て
い
る
。

「
地
震
大
国
の
日
本
の
ど
こ
に
も
地
層
処

分
の
適
地
は
な
い
」が
持
論
、
泊
原
発
の

再
稼
働
の
是
非
に
は
触
れ
ず
概
要
調
査
の

問
題
点
を
唱
え
る
大
串
氏
に
は
批
判
的
だ
。

「
町
長
は
国
に
対
し『
概
要
調
査
に
は
進
ま

な
い
』と
表
明
す
れ
ば
よ
く
、
住
民
投
票

は
し
な
く
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
町
民

の
負
担
が
重
す
ぎ
る
」と
語
り
、
対
抗
馬

の
一
本
化
に
つ
い
て
は「
そ
の
必
要
性
は

十
分
考
え
て
お
り
、
い
ろ
ん
な
展
開
を
想

定
し
て
い
る
」と
述
べ
て
い
る
。

　

大
串
・
田
原
両
氏
の
求
め
に
応
じ
、
会

員
数
が
も
っ
と
も
多
い「
寿
都
の
会
」は
、

役
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
の
意
向
を
聴
い
た

段
階
と
い
う
。
越
前
谷
代
表
は
７
月
２

日
、「
町
長
候
補
の
一
本
化
は
必
要
と
考
え

る
が
、
会
と
し
て
大
串
君
を
積
極
的
に
応

援
す
る
流
れ
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
今
後
、

総
会
を
開
い
て
詰
め
て
い
き
た
い
」と
述

べ
る
に
と
ど
ま
り
、
現
時
点
で
は
最
終
的

な
結
論
は
出
て
い
な
い
。

　

町
長
選
ま
で
３
カ
月
余
り
、
核
ゴ
ミ
反

対
派
陣
営
の
足
並
み
が
揃
わ
な
い
中
、
時

間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
く
。
前
回
選
挙
で
の

些
細
な
わ
だ
か
ま
り
が
尾
を
引
い
て
い
る

面
も
あ
る
。
あ
る
町
民
は「
皆
が
評
論
家

な
ん
だ
よ
な
」と
嘆
く
。
前
回
選
挙
か
ら

４
年
も
の
時
間
が
あ
っ
た
の
に
、
な
ん
と

い
う
体
た
ら
く
─
─
率
直
に
言
っ
て
、
そ

ん
な
印
象
は
否
め
な
い
。

　

多
選
や
強
引
な
行
政
運
営
な
ど
に
対
す

る
一
部
町
民
か
ら
の
批
判
は
あ
る
が
、
現

職
優
位
の
状
況
に
変
わ
り
は
な
い
。
核
ゴ

ミ
問
題
の
み
な
ら
ず
、
実
際
の
選
挙
戦
で

は
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
や
候
補
者
の
人

柄
・
世
代
・
知
名
度
な
ど
も
試
さ
れ
る
。

10
月
28
日
の
投
開
票
ま
で
目
を
離
せ
な
い

状
況
が
続
く
─
─
。　
（
７
月
３
日
現
在
）


